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か
つ
て
教
わ
っ
た
生
徒
も
指
導
助
言
者
へ
と

か
つ
て
教
わ
っ
た
生
徒
も
指
導
助
言
者
へ
と

か
つ
て
教
わ
っ
た
生
徒
も
指
導
助
言
者
へ
と

北
高

チ
ュ
ー
タ
ー

　

夏
休
み
中
の
静
か
な
学
校
の
一

室
。
夏
休
み
を
利
用
し
た
学
習

活
動
の
た
め
、
多
く
の
学
生
が
集

ま
っ
て
い
ま
し
た
。こ
の
日
集
ま
っ

て
い
た
の
は
、
城
南
中
学
校
の
生

徒
と
、
学
習
の
指
導
助
言
に
あ
た

る
飯
山
北
高
校
の
生
徒
で
す
。

　

今
年
で
３
年
目
を
迎
え
た
「
北

高
チ
ュ
ー
タ
ー
」（
中
学
生
へ
の
学

習
助
言
を
す
る
活
動
）
は
、
夏
休

み
な
ど
を
利
用
し
、
市
内
の
中
学

校
生
徒
を
対
象
に
、
学
習
の
手
助

け
を
す
る
こ
と
で
交
流
を
深
め
る

と
と
も
に
、
自
ら
の
進
路
意
識
を

高
め
、
後
輩
た
ち
に
教
え
る
こ
と

チ
ュ
ー
タ
ー「
夏
の
陣
」

で
地
域
へ
の
貢
献
を
目
的
と
し
て

始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

始
め
た
当
初
は
、
教
員
等
の
進

路
を
考
え
て
い
る
高
校
生
た
ち
の

体
験
要
素
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現

在
は
、
進
路
等
を
限
定
す
る
こ
と

な
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
お

り
、
指
導
助
言
す
る
教
室
に
は
、

担
当
の
先
生
も
同
席
す
る
も
の

の
、
必
要
が
あ
る
と
き
に
助
言
す

る
程
度
で
、
生
徒
た
ち
の
自
主
活

動
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
夏
は
、
城
南
・
城
北
の

各
中
学
校
出
身
の
高
校
生
た
ち

が
、
そ
れ
ぞ
れ
出
身
中
学
校
の
担

当
を
し
て
、
計
４
日
間
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

指
導
助
言
に
あ
た
る
生
徒
の

中
に
は
、
中
学
校
時
代
に
「
北
高

チ
ュ
ー
タ
ー
」
の
指
導
助
言
を
受

け
学
習
し
、
高
校
生
に
な
っ
た
現

在
は
、
教
え
る
立
場
で
参
加
し
て

い
る
生
徒
も
い
て
、
市
内
教
育
の

世
代
間
交
流
の
成
果
と
教
育
精

神
の
継
続
が
感
じ
ら
れ
る
活
動
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

前
年
に
参
加
し
た
中
学
生
か

ら
は
、「
高
校
生
活
の
様
子
な
ど

も
教
え
て
も
ら
え
て
、
進
路
を
考

え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」「
簡
単

に
で
き
る
方
法
を
教
え
て
も
ら
っ

た
」「
最
初
は
緊
張
し
た
け
ど
、

先
輩
か
ら
話
し
か
け
て
も
ら
っ
た

り
、
質
問
す
る
と
き
も
気
軽
に
聞

け
た
」「
志
望
校
に
行
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、『
勉
強
し
よ
う
！
』

と
す
る
意
識
が
高
ま
っ
た
と
思

う
」
な
ど
多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

北
高
チ
ュ
ー
タ
ー
は
、
秋
に
も

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
飯
山
北
高
等
学

校
☎
62
４
１
７
５
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
夏
の
陣
」３
年
目
の
夏

学習経験者がいずれは指導助言の立場へ
受け継がれていく「北高チューター」

国
保
税
・
市
県
民
税
・
軽
自
動
車
税
は
県
下
１
位

市
税
収
納
率
県
下
19
市
中
11
位
に
上
昇

　

長
引
く
景
気
低
迷
の
影
響
な

ど
に
よ
り
、
平
成
21
年
度
の
飯
山

市
の
市
税
収
納
率
は
、
県
下
19
市

中
15
位
で
し
た
が
、
納
税
者
の
ご

協
力
に
よ
り
、
平
成
22
年
度
の
収

納
率
は
、
前
年
度
か
ら
２
ポ
イ
ン

ト
上
昇
、
90
．
８
㌫
と
な
り
、
県

下
第
11
位
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
市
税
の
内
、
市
県
民

税
と
軽
自
動
車
税
は
と
も
に
第
１

位
、
国
民
健
康
保
険
税
も
前
年

度
か
ら
収
納
率
が
１
．
４
ポ
イ
ン

ト
上
昇
、
86
．
２
㌫
と
な
り
、
２

年
連
続
の
第
１
位
と
な
り
ま
し

た
。

　

市
税
の
確
保
は
、
市
の
事
業
や

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
う
え
で
最

も
重
要
な
財
源
で
す
。

　

今
後
と
も
市
税
等
の
納
期
限

納
付
に
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】
税
務
課 

収
税
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
６
３・１
６
６

　

市
で
は
、
平
成
18
年
度
を
基
準

と
し
て
、
ご
み
の
排
出
量
20
㌫
削

減
を
目
標
に
こ
れ
ま
で
取
り
組
み

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

約
９
㌫
の
減
量
を
達
成
し
ま
し
た

が
、
目
標
達
成
の
た
め
に
は
、
最

終
年
度
の
今
年
度
、
さ
ら
に
11
㌫

の
減
量
が
必
要
で
す
。

　
７
月
末
で
地
区
別
ご
み
減
量
分

別
資
源
化
推
進
月
間
第
１
巡
目
が

終
了
し
ま
し
た
が
、
ご
み
の
量
は

ご
み
の
減
量
に
つ
い
て

目
標
達
成
に
む
け
一
人
ひ
と
り
が
努
力
を

減
っ
て
お
ら
ず
、
こ
の
ま
ま
で
は

20
㌫
達
成
は
難
し
い
状
況
で
す
。

　
８
月
か
ら
は
、
分
別
資
源
化
推

進
月
間
の
第
２
巡
目
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
ご
み
減
量

に
対
す
る
意
識
を
持
っ
て
、
ご
み

の
分
別
と
生
ご
み
の
水
切
り
を
徹

底
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
目
標

で
あ
る
「
ご
み
20
㌫
減
量
」
に
近

づ
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】
市
民
環
境
課 
生
活
環
境
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
９
１

飯山市内の
空間放射線量

測定結果について

　今回の測定値（0.08 μ Sv/h) から、文部科学省が示し
た積算方法で試算した年間積算量は、0.42 ｍ Sv となり
ます。国際放射線防護委員会勧告によると、一般公衆の
放射線量による被曝限度量は、年間 1 ｍ Sv と定められ
ています。（自然放射線及び医療目的による放射線は除く。）
　年間１ｍ Sv は、時間当たり 0.19 μ Sv の放射線量と
なります。これは、屋外8時間、屋内16時間の生活パター
ンで、屋内における被曝量を屋外の 40%として試算した
ものです。

測定結果は、健康に影響のない値

測定場所 測定時刻 天気 測定結果 

市役所
 屋上窓 14：52 曇り 0.08
地上１ｍ 15：05 曇り 0.07

城北中学
校校庭

地表面 15：43 曇り 0.08
地上 50cm 15：38 曇り 0.08
地上 1m 15：32 曇り 0.07

　7月 29 日、飯山市内にお
いて空間放射線量の測定を
行いました。結果は下表の
とおり、健康に影響のない
値となりました。

■空間放射線量測定結果 （単位：μ Sv/h）

【お問い合わせ】市民環境課 生活環境係 ☎ 62-311 内線 191

「
障
害
者
に
や
さ
し
い

住
宅
改
良
」
の
希
望
者
募
集

■
給
付
対
象
者

　

市
民
税
非
課
税
の
世
帯
に
属

す
る
者
で
、
65
歳
未
満
の
重
度
身

体
障
害
者
。
重
度
身
体
障
害
者

と
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
者
で
、
障
害
の
程

度
は
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
で
す
。

①
下
肢
又
は
体
幹
：
３
級
以
上

②
上
肢
又
は
視
覚
：
２
級
以
上

③
乳
幼
児
以
前
の
非
進
行
性
の
脳

　
病
変
に
よ
る
運
動
障
害
を
有
す

　
る
者
：
３
級
以
上
。

■
対
象
と
な
る
事
業
費

　
　

障
害
者
の
日
常
生
活
の
機

　
能
の
向
上
を
図
る
た
め
、居
室
、

　

浴
室
、
便
所
な
ど
常
時
使
用

　
す
る
も
の
を
改
良
す
る
に
要
す

　

る
対
象
と
な
る
事
業
費　
　

【
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
】
保
健
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
９

■
給
付
の
限
度
額
等

　
１
件
あ
た
り
、
対
象
事
業
費
上

限
額
70
万
円（
う
ち
自
己
負
担
１
割
）

■
申
込
期
限　
９
月
20
日
㈬　

　
申
し
込
み
多
数
と
な
っ
た
場
合

は
、
①
障
害
の
程
度　

②
緊
急

性
等
を
考
慮
し
て
、
予
算
の
範
囲

内
で
優
先
順
位
を
決
定
。

■
そ
の
他

　
工
事
に
着
手
あ
る
い
は
完
了
し

て
い
る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
工
事
に
着
手
す
る
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
申
請
に
は
、
事
業
計
画
書
、
工

事
費
内
訳
書
、設
計
図
、位
置
図
、

整
備
予
定
箇
所
の
写
真
な
ど
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　

予
算
額
は
、
対
象
事
業
費
で

１
４
０
万
円
で
す
。

住
宅
改
良
」
希
望
者
募
集

　

市
民
税
非
課
税
の
世
帯
に
属

■
給
付
の
限
度
額
等

　

障
害
者
に
や
さ
し
い
住
宅
改
良
促
進
事
業
費

給
付
事
業
は
、
重
度
身
体
障
害
者
の
日
常
生
活

の
一
部
を
自
力
で
行
え
る
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、
介
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
そ
の

居
住
す
る
居
室
等
（
当
該
者
が
常
時
使
用
す
る

居
室
、
浴
室
、
便
所
な
ど
）
を
改
良
し
整
備
す

る
経
費
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
事
業
費
の

一
部
を
給
付
す
る
事
業
で
す
。

飯
山
市 

ま
る
ご
と
ま
ち
ご
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
設
置

千
曲
川
河
川
事
務
所
と
飯
山
市
が
連
携

　
８
月
５
日
、
地
域
住
民
の
防
災

意
識
と
災
害
時
避
難
場
所
の
認

識
を
高
め
、
適
切
な
避
難
行
動

本
年
度
は
木
島
地
区
内
29
箇
所
に
標
識
を
設
置

に
つ
な
げ
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に

「
ま
る
ご
と
ま
ち
ご
と
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
設
置
イ
ベ
ン
ト
が
、
足

立
市
長
を
は
じ
め
千
曲
川
河
川
事

務
所
、
木
島
地
区
区
長
会
、
地

元
消
防
団
な
ど
防
災
関
係
者
出

席
の
も
と
木
島
地
区
活
性
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

千
曲
川
河
川
事
務
所
と
飯
山
市

が
連
携
し
て
行
う
、
木
島
地
区
へ

の
「
ま
る
ご
と
ま
ち
ご
と
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
設
置
事
業
は
、
昨
年

の
常
盤
地
区
に
続
き
、
市
内
２
地

区
目
で
、
河
川
の
は
ん
ら
ん
が
発

生
し
た
と
き
の
浸
水
予
想
に
も
基

づ
い
た
範
囲
や
深
さ
な
ど
を
示
し

た
プ
レ
ー
ト
を
、
電
信
柱
や
公
共

施
設
な
ど
に
表
示
す
る
も
の
で
す
。

　

木
島
地
区
内
に
は
、
国
土
交
通

省
設
置
分
20
ケ
所
、
飯
山
市
設

置
分
９
ケ
所
の
計
29
ケ
所
に
標
識

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。（
設
置
場

所
等
は
飯
山
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
）

足立市長による
設置作業


